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2017年 1 月 13日金曜日、当事者会「SANGO の会」新年通常例会が開かれた。SANGOの会メ

ンバーも時系列とともに出ていく人もいれば再び戻ってくる人もいる。当事者会はいつ来ても帰っても

よい場所である。そして、ひきこもりの解決は就職さえすれば終わりではない。その先にもさまざまな

苦悩が待ち受けている。 

 新年例会では近況報告の後、恒例となった新春書初めを行った。参加者 5名に今年の思いをそれぞれ

の文字に託してもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ Ａ Ｎ Ｇ Ｏ の 会   

想 い を 込 め る 新 年 書 初 め ２０１７ 

１．「勇 気」－自分、変化、挑戦など思いつく中で一つ選択した言葉。

昨年 1月に親から情報を得て参加を拒否していた当事者会へ勇気をも

って足を向けた。これまでの自分を受け止めてくれた親への恩返し。

少しでも変えてみようと、地域めぐり登山にもはじめて参加、毎日一

万歩歩くことにも挑戦してきた。何かするにしても勇気は必要だ。 

 

２．「引っ越し」－昨年 12月頃から自分の頭の中にある言葉。近所の

昼夜問わずの若いカップルの大きな声の生活音に悩まされ管理会社に

相談してきた。窓が閉め切った冬はまだよいが春になればどうなるか

不安である。今ある落ち着かない生活状況を変え、安住の地を求めて

この言葉に込める。 

 

３．「解 放」－本などで見聞きするなかで今の自分に当てはまる言葉。

自分が何かに縛られているとそれを解き放ちたいという思いになる。

自由になりたい。自由を奪われることで苦しくなり動けなくなる。

個々人が尊重されることが大切だ。 

 

４．「収 入」－いろいろと考え末に出てきた自分にとっての目標はこれ

だ。PC業界はどちらかというと衰退ぎみだが自分が興味関心のある

分野でいくばかりかの収入を得ること、これを実現していきたい。 

 

５．「有言実行」－評論家のように語り述べ伝えることは誰でもでき

る。しかしそれを具体的に実行に移すことは容易なことではない。社

会を変える必要があるのなら自分のできる範囲で行動していくことが

必要であり、それが今年の目標である。 

自分を映し出すところがあった新春書初めには重みがある。それぞれの思い

が届くようこの一年、健康にはじゅうぶん気を付けて精進していきたい。 

皆様からの投稿をお待ちしています 

〒０６４－０８２４ 札幌市中央区北４条西２６丁目３－２ 

「NPO 法人 レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク」事務局 通信編集部 宛 

ｅ－ｍａｉｌ；info@letter-post.com 

２ 



（
写
真
１
） 

11月 12日（土）「道産こもり 179大学 IN 津別

－当事者研究大会」が道内初の町村開催として津別町

で行われた。当日は町内近郊から当事者、家族、支援

者 23名が集まり、後援団体を代表して津別町保健福

祉課の川口昌志課長による挨拶のもと開学した。  

まず 1講目を担当した藏谷俊夫講師（写真 1）か

らは自身の苦悩に満ちたリカバリーストーリーを回顧

しながらそこに存在してきたさまざまな「人類二分

説」の現状を厳しく指摘し、それとは異なるおこもり

福祉哲学としての「人類皆宇宙人説」を唱えた。また

ひきこもり当事者が地域でいつでもフラッと訪ねられる「安全基地たる居場所の必要」を強調。何をし

たいのか、どうするかといった方向性を問われずにとりあえず人と気軽に会って話をすることができる

場と関係性を求めた。 

続く 2講目を担当したマインド講師からはひきこもり当事者が陥る負の悪循環を説明。具体的には①

自分を問い詰めてしまう②～らしさを要求してしまう③大台を要求してしまうといった負のスパイラル

に気づくことが必要と強調。「死」の受容 5段階モデルとして知られる精神科医のキュープラー・ロス

や心理学者のフロイトの理論をひきこもりに援用してその対象喪失や悲哀を文献やネットで情報収拾す

る、または当事者会や家族会などの集団・他者（本やネットも著者があるので広義の意味で他者と向き

合うことになる）の力を活用しながら自己の状況を分析し受容していく「ポジティブ・スパイラルをつ

くる」ことの大切さを図解しながら説いた。 

小休憩後の 3講目は 3つのグループに分かれてそれぞれの講師の進行のもと共有を深める時間をも

った。参加者による事後評価アンケート調査からは「当事者の話を聞き考え方や状態を理解することが

できた。私たちが考えを改める必要性や間違った言葉を使ってしまうことを反省し見つめ直す機会とな

った。また悩んでいる当事者、家族のことを思うと安全基地、心が安らぐ集まれる場所が津別にも早く

ほしい、つくれたらいいなあと思う」など率直な感想が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

こ
ん
あ
き
お
の
“
ひ
き
”
語
り 

♫ 
 

12
月
18
日
日
曜
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た

「
こ
ん
あ
き
お
の
“
ひ
き
”
語
り
」
ひ
き
こ
も
り×

音
楽
ト
ー

ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
年
末
の
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

25
名
の
参
加
の
も
と
盛
会
に
終
え
た
（
写
真
２
）
。 

不
登
校
ひ
き
こ
も
り
10
年
か
ら
通
信
制
高
校
進
学
し
、
大
学

で
福
祉
を
学
び
、
転
職
２
回
を
経
た
ト
ー
タ
ル
１
年
半
の
職
業

体
験
だ
が
「
こ
う
い
う
生
き
方
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
」
と
多
様
な
働
き
方
が
語
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
る
。

ま
た
、
苦
悩
す
る
家
族
な
ど
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
、
家

族
が
子
ど
も
た
め
に
押
し
つ
け
が
ま
し
く
、
あ
な
た
の
た
め
と

何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
家
族
自
身
が
自
分
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
の
場
や
活
動
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
は
本
人
に
と
っ

て
も
と
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
。 

人
そ
れ
ぞ
れ
に
人
生
が
あ
り
生
き
方
が
あ
る
。
そ
の
生
き
方

に
は
し
か
る
べ
き
正
解
は
な
い
だ
ろ
う
。
結
論
は
自
分
が
死
に

至
る
棺
桶
に
入
る
と
き
に
出
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

   

（写真 2）右手の骨を折るという

アクシデントにもかかわらず演奏

する今昭王さん 

３ 



各団体の活動紹介の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

北
海
道
ひ
き
こ
も
り
カ
フ
ェ
Ｉ
Ｎ
旭
川 

 
 

 
 

 
 

 

道
内
４
当
事
者
組
織
が
集
結 

 
 

道 

４ 

 

２
０
１
６
年
10
月
、
北
海
道
内
で
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
会
を
運
営
す
る
５
団
体
が
連
携

し
、
当
事
者
団
体
間
の
協
力
体
制
整
備
を
は

じ
め
、
安
心
し
て
当
事
者
が
生
活
で
き
る
基

盤
づ
く
り
を
行
う
た
め
「
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。
同
年
11
月
27
日

に
は
、
旭
川
市
に
お
い
て
北
海
道
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
会
協
同
実
践
型
地
域
間
連
携
活
動

促
進
事
業
「
北
海
道
ひ
き
こ
も
り
カ
フ
ェ
Ｉ

Ｎ
旭
川
」
を
本
協
議
会
に
加
盟
す
る
４
団
体

に
よ
り
初
め
て
協
力
し
て
開
催
し
た
。 

 ◇
各
団
体
の
活
動
紹
介
◇ 

旭
川
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
は
、
「
ゆ
っ
く
り
」

「
ま
っ
た
り
」
す
る
こ
と
を
基
本
に
月
１
回

参
加
者
同
士
の
近
況
報
告
や
雑
談
、
映
画
の

鑑
賞
会
、
公
園
の
散
歩
や
陶
芸
な
ど
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
会
の
名

称
は
「
草
を
な
ぎ
払
う
よ
う
に
障
が
い
を
乗

り
越
え
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。 札

幌
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
」
は
初
心
者
例

会
と
通
常
例
会
の
月
２
回
開
催
さ
れ
、
会
話

を
楽
し
む
こ
と
を
基
本
ベ
ー
ス
に
し
て
い

る
。
通
常
例
会
で
は
、
視
野
が
狭
く
な
り
が

ち
な
当
事
者
の
思
い
を
少
し
で
も
吐
き
出
し

て
気
持
ち
を
楽
に
し
て
い
く
こ
と
を
心
が 

け
て
い
る
。
そ
の
他
、
札
幌
の
円
山
や
大
倉 

山
な
ど
を
散
策
し
て
歩
く
地
域
め
ぐ
り
登
山

や
、
出
前
講
座
と
し
て
札
幌
市
の
行
政
担
当

者
が
直
接
例
会
に
来
て
レ
ク
チ
ャ
ー
で
情
報

を
入
手
す
る
機
会
も
取
り
入
れ
て
い
る
。 

 

函
館
「
樹
陽
の
た
よ
り
」
は
２
０
１
０
年
に

発
足
。
「
樹
陽
の
た
よ
り
」
の
「
樹
陽
」
と

は
、
相
手
の
話
を
受
け
止
め
る
意
味
で
の

「
受
容
」
と
い
う
言
葉
に
木
々
や
太
陽
の
光

や
暖
か
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
月
１
回
開

催
さ
れ
る
例
会
で
は
、
10
人
前
後
が
集
ま
り

雑
談
を
す
る
。
就
職
で
道
外
に
行
っ
た
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
帰
省
し
た
時
に
一
緒
に
ご
飯
を

食
べ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

帯
広
「
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
は
、
不
登

校
、
ひ
き
こ
も
り
の
人
た
ち
の
仲
間
づ
く
り

を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
２
０
１
１
年
４

月
発
足
。
ひ
き
こ
も
り
支
援
と
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
代
表
の
酒
井
一
浩
さ
ん
は
、

ひ
き
こ
も
り
経
験
者
で
現
在
は
作
業
療
法
士

と
し
て
帯
広
市
内
の
病
院
に
勤
め
て
い
る
。

活
動
内
容
は
、
雑
談
だ
け
の
と
き
も
あ
れ
ば

当
事
者
研
究
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。 

 
 ◇

情
報
交
流
会
‐
ひ
き
こ
も
り
カ
フ
ェ
◇ 

 

24
名
の
参
加
者
は
、
カ
フ
ェ
に
見
立
て
た

４
団
体
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
さ
ら
に
交
流

を
深
め
た
。
参
加
者
全
員
に
は
「
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｉ
」
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
の
植
西
あ
す
み
さ
ん 

か
ら
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
「
ひ
き
こ
も
し
り
ブ
レ

ン
ド
」
が
振
る
舞
わ
れ
、
癒
し
の
効
果
を
得

な
が
ら
当
事
者
の
苦
悩
や
家
族
の
思
い
を
語

り
合
っ
た
。 

 

各
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
各
団
体
に
所
属
す
る

当
事
者
が
制
作
し
た
色
と
り
ど
り
の
ア
イ
ロ

ン
ビ
ー
ズ
や
イ
ラ
ス
ト
作
品
、
陶
芸
作
品
が

展
示
さ
れ
今
ま
で
に
な
い
当
事
者
の
思
い
が

伝
わ
る
空
間
が
演
出
さ
れ
て
い
た
。 

全
体
の
シ
ェ
ア
で
は
「
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ポ

ッ
ト
」
の
白
木
明
人
さ
ん
が
「
当
事
者
と
健

常
者
の
壁
を
超
え
る
に
は
私
た
ち
当
事
者
か

ら
発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
の
中
が

変
わ
る
の
を
待
っ
て
い
て
も
ダ
メ
。
私
た
ち

が
世
の
中
を
変
え
て
い
く
し
か
な
い
」
と
力

強
く
当
事
者
と
し
て
の
気
概
を
述
べ
た
。 

 

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ひ
き
こ

も
り
大
学
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
」
と

感
想
を
寄
せ
た
方
も
あ
り
、
道
北
地
域
の
活

性
化
に
も
一
役
買
う
事
業
と
な
っ
た
。 

           

☆刊行物の紹介 

①当事者参画型ひきこもり支援者養成研修プログラム開発調査研究事業報告書 

 2016年 10月に開催された「それぞれの経験的知識がつなぐひきこもりピ

アサポート」に登壇した 6名の講師の発言内容や当事者ニーズ調査結果など

が掲載。A4版モノクロ 37頁 郵送料込１冊 600円 

②北海道ひきこもりカフェ in 旭川 活動のしおり（写真・左） 

 旭川・帯広・函館・札幌で活動するひきこもり当事者４団体が協同して

2016年 11月に実施したイベントの内容が掲載。A4版カラー三つ折り 

 HP から無料ダウンロードできるが、紙媒体希望者は郵送料込１部 200円 

 

刊行物については事務局までお問い合わせください。 

 



５ 

（
写
真
）
打
ち
合
わ
せ
風
景 

 遊びを通して、飾らず、気張らず、肩書のない自分を表現する 

 

 

 

「仲間たちが緩く集える場」それが NPO法人源の

第一印象だ。2 月 20日に開催された定例の打ち合わ

せでは、若い世代の躍動する言葉が飛び交い笑い声が

絶えなかった。 

NPO法人源は、主に不登校ひきこもりなど対人関

係で悩みを抱えている人を対象とした支援団体として

2004年に発足。一時休止状態となるが 3年前から

再始動。現在は、理事長のきなこさんを中心に不登校

経験者・元不登校児の親・教職経験者・教員資格保持

者など全 12名のスタッフにより構成されている。2015年度からは、隔月で札幌市内の会場を使用し

て「源フェス」を開催し、 テーブルゲームや謎解きゲーム、デコパージュなど堅苦しくない「遊び」

を通したイベントを中心に活動している。 

打ち合わせには、事務局長のアバランチさんほか主要スタッフ 6名が集合（1名はスカイプで参

加）。4月に開催予定の「源フェス」の内容を検討していた（写真）。「4月はエイプリルフールだか

ら『うそ大会』をやろう」⇒「うそつきながらフェイク・スィーツをつくるのも面白い」⇒「たこ焼き

の具材をかえてみたい」・・・連想ゲームをみるかのような素早いアイデアの展開。自分たちが楽しめ

るものを「源フェス」参加者へ提供したいという気持ちで満ち溢れていた。 

第一回目の「源フェス」を開催するまでに半年の時間を費やしたという。「支援」ではなく「楽しい

経験」をしてもらうことに軸足を置き、メンバーの持つ得意分野を活かして参加者と「楽しさ」を共有

してきた。その一方で「参加者同士のプライバシーに関わる情報交換はしない」をメインとしたルール

作りにはこだわりが強く、開催毎にルールが書かれた 5枚分のシートを見せ参加者に確認してもらう。

「安心安全の場の提供のためにルールの整備は必要です」とアバランチさんが答えてくれた。 

「源フェス」平均参加人数は 2～3人と少ないが、水面下では興味があっても参加できない人も多く

いるため、インターネット動画配信 YouTube を通して活動内容やスタッフの経験談を聴くことができ

る「源らじ」を毎月放送している。音声のみの配信に 100名近い聴取者があり根強い人気を保ってい

る。「源らじ」では、不登校やひきこもり経験をしたスタッフによる「経験談シリーズ」や歌やギター

演奏を披露する場にもなっている。1月から「源らじ」に出演しているスタッフの今 昭王さんは、

「自分のネガティブな体験をポジティブに受けとめてもらえる良さがある」と述べ、「源らじ」が多様

な生き方考え方を当事者の語る等身大の言葉から理解するツールにもなっている。 

「源」の良さを尋ねたところ、スタッフのゆみさんから「普段の仕事ではできないことができる」

「いろんな世代が関われる場の良さがある」「単純に楽しいから活動している」などが挙げられ、別の

仕事もっているスタッフにとっては普段の窮屈さから解放される場でもあり、スタッフ自体が「飾ら

ず」「気張らず」自分らしく過ごせる場所にもなっているようだ。また「源」のアピールポイントを

「支援者がいないところ」と答えた理事長のきなこさんは、「個人的には誰もが肩書のないフラットな

関係でいられる場づくりを目指したい」と述べ、今後は NPO法人が設立当時に取り組んでいた「地下

鉄の乗り方や映画館の入り方など不登校やひきこもりの方々が陥りやすい経験不足の解消に役立つコン

テンツも充実させていきたい」と抱負を述べてくれた。 

「源フェス」「源らじ」「打ち合わせ」は、主にスタ

ッフのふなちゃんが代表を務めている就労継続 B型事業

所 Chi Tuk Chiset（チ トゥク チセ）を借りて実施さ

れている。仲間内では「秘密基地」と呼ばれる隠れ家の

ような場所にも思えた。色とりどりに描かれたイラスト

や小物、雑貨、壁にはギターが飾られ存在感をアピール

していた。創造力がはたらきそうな独特の雰囲気があ

る。関心ある方は是非足を運んでもらいたい。 

 

特定非営利活動法人 源 （源フェス） 

開催日時：偶数月の第一日曜日 13:30～

16:00 

開催場所：Chi Tuk Chiset（チ トゥク チ

セ）、札幌市内の公共施設など 

問い合わせ先：090-6697-8026 

（担当：古川さん） 

E-mail:gen_npo@yahoo.co.jp 

HP:https://gen-npo.jimdo.com/ 
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５ページ：書評・サテライトＳＡＮＧＯの会 

６ページ：こちら事務局 

 

□ｉｎｄｅｘ □ 

１ページ：リズムセラピーでリフレッシュ 

２ページ：取材者が語るひきこもりハンドブック 

３ページ：新聞記事掲載 他 

４ページ：活動報告 SANGO の会 

５ページ：書評・サテライトＳＡＮＧＯの会 

６ページ：こちら事務局 

 

函
館
、
青
森
、
秋
田
、
東
京
、
茨
城
、
神
奈
川
、
千

葉
、
栃
木
、
山
梨
、
松
江
、
香
川
、
新
潟
、
福
井
、

長
崎
な
ど
数
え
き
れ
な
い
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加

し
た
と
語
っ
て
い
た
。
「
ひ
き
こ
も
り
大
学
」
の
イ

ベ
ン
ト
を
機
に
支
援
者
や
学
生
の
参
加
者
か
ら
当
事

者
の
参
加
者
へ
と
増
え
て
い
っ
た
と
話
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
語
り
も
長
年
に
わ
た
り
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

を
追
っ
て
い
る
さ
え
き
氏
の
功
績
か
と
思
う
。 

関
東
と
関
西
の
地
域
性
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
た
。

関
東
は
受
容
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
く
、
関
西
は

ノ
リ
で
話
す
関
係
者
も
多
い
と
言
っ
て
お
り
印
象
に

残
っ
た
。
各
地
を
見
て
き
た
さ
え
き
氏
だ
か
ら
こ
そ

語
れ
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。 

支
援
者
な
ど
周
囲
の
方
々
の
か
か
わ
り
に
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
「
い
ろ
ん
な
立
場
や
思
い
を
理
解

し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
の
方
々
に

対
し
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
を
求
め
よ
う
と
す
る
さ
え

き
氏
の
思
い
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
さ
え
き
氏
は

こ
れ
か
ら
も
思
い
を
伝
え
る
た
め
、
各
地
へ
足
を
運

ん
で
い
く
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
今 

昭
王
） 

２
０
１
７
年
１
月
10
日(

火)

、
18
～
21
時
ま
で

北
翔
大
学
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
ポ
ル
ト
５
階

会
議
室
Ｂ
に
て
「
ひ
き
こ
も
り
外
交
官 

さ
え
き
た

い
ち
氏
と
の
新
年
情
報
交
歓
会
」
が
行
わ
れ
た
。
当

日
は
当
事
者
、
家
族
、
新
聞
記
者
、
議
員
が
参
加
さ

れ
て
い
た
。 

“
ひ
き
こ
も
り
外
交
官
”
と
い
う
名
称
は
さ
え
き

氏
が
日
本
の
各
地
の
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
へ
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
友
だ
ち
か
ら
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
本
人
も
こ
れ
は
面
白
い
と
感
じ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
使
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。 

 
さ
え
き
氏
は
失
敗
す
る
恐
怖
な
ど
も
あ
り
傷
つ
き

や
す
い
過
去
の
経
験
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
。
大
学
に

合
格
す
る
も
続
か
ず
、
ま
た
仕
事
で
は
正
確
さ
と
ス

ピ
ー
ド
の
両
立
の
難
し
さ
を
感
じ
、
徐
々
に
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。
気
分

転
換
の
た
め
に
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
は
じ
め
た
こ
と
が
き
っ

か
け
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
用
事
、
好
き
な
Ｊ
リ
ー

グ
の
応
援
等
を
す
る
た
め
、
青
春
１８
き
っ
ぷ
な
ど
を

使
い
各
地
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
傷
つ
く

不
安
な
ど
か
ら
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
た
が
、
安

心
を
求
め
て
外
へ
出
て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
心
境
の

変
化
が
印
象
的
だ
っ
た
。
理
由
や
動
機
は
突
然
や
っ

て
く
る
の
だ
と
話
を
聞
い
て
い
て
感
じ
た
。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
い
は
じ
め
情
報
発
信
し
て
い
く
う

ち
に
、
ひ
き
こ
も
り
友
だ
ち
が
増
え
て
い
き
、
イ
ベ 

ン
ト
に
も
誘
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
札
幌 

１
月
20
日
（
金
）
苫
小
牧
「
ま
ゆ
だ
ま
の
会
」
１

月
例
会
に
招
か
れ
家
族
と
情
報
意
見
交
換
を
し
て
き

た
。
苫
小
牧
市
で
も
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
高
齢
化

と
と
も
に
家
族
の
高
齢
化
は
顕
著
で
、
子
ど
も
の
行

く
末
を
案
じ
る
家
族
の
思
い
は
と
く
に
強
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
な
か
な
か
先
が
見
え
な
い
な

か
で
日
常
を
共
に
す
る
家
族
が
と
き
と
し
て
わ
が
子

と
衝
突
す
る
言
葉
を
投
げ
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
理
性
を
も
ち
つ
つ
相
手
の
感
情
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
家
族
の
ガ
ス
抜
き
を
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
。
そ
の
よ
う
な
場
が
ひ
き
こ

も
り
家
族
会
「
ま
ゆ
だ
ま
の
会
」
で
あ
る
。 

当
日
は
10
名
の
家
族
と
担
当
保
健
師
２
名
の
出
席

の
も
と
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
や
悩
み
を
打
ち
明
け
、
こ

れ
に
対
し
て
筆
者
が
助
言
等
を
す
る
と
い
う
内
容
で

進
行
し
た
。
長
年
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
わ
が
子
が
某

事
業
所
の
責
任
者
か
ら
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
な
い

か
と
頼
ま
れ
そ
の
ま
ま
住
み
込
み
で
働
く
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
話
題
も
出
さ
れ
て
い
た
。
長
期
高
年
齢

の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は
家
族
が
高
齢
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
今
後
の
生
活
に
危
機
意
識
を
も
つ
と
こ
ろ
が

ど
こ
か
に
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
誘
い
掛
け
が
人
生

の
転
機
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
親
切
な
か

か
わ
り
を
し
て
く
れ
る
事
業
主
を
地
域
に
多
く
つ
く

り
出
す
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト

に
は
必
要
で
あ
る
。 

（
田
中 

敦
） 

 

ひ
き
こ
も
り
外
交
官
が
再
来
道 

 

全
国
周
遊
の
知
見
を
伝
授 

 

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
思
い
に
理
解
を 

（写真）全国のひきこもり支援機関

について語る さえきたいち氏 

 

苫
小
牧
ま
ゆ
だ
ま
の
会 

人
生
の
転
機
を
生
ん
だ 

「
ち
ょ
っ
と
し
た
誘
い
掛
け
」 
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当
事
者
が
語
る
家
族
の
あ
り
方 

 

煩
わ
し
い
関
係
を
気
に
せ
ず 

 

ひ
た
す
ら
打
ち
込
め
る
軽
作
業
に
従
事 

３
月
１
日
（
水
）
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
係
す
る

当
事
者
４
名
が
公
益
社
団
法
人
北
海
道
社
会

福
祉
士
会
道
央
地
区
支
部
か
ら
の
依
頼
を
受

け
事
務
所
移
転
に
伴
う
住
所
変
更
の
タ
ッ
ク

シ
ー
ル
を
角
２
封
筒
約
２
千
枚
に
貼
る
軽
作

業
に
従
事
し
た
（
写
真
）
。 

住
所
変
更
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
の
事
前
準
備
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
住
所
修
正
箇
所
に
重
な
る

よ
う
し
っ
か
り
と
貼
り
付
け
る
に
は
丁
寧
さ

が
求
め
ら
れ
る
が
当
事
者
の
特
性
が
功
を
奏

し
て
時
間
は
多
少
か
か
っ
た
も
の
の
無
事
終

了
し
た
。 

軽
作
業
の
取
次
者
で
あ
る
道
央
地
区
支
部

の
柏
浩
文
事
務
局
長
は
「
ぜ
ひ
と
も
ひ
き
こ

も
り
の
当
事
者
団
体
に
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
。
依
頼
し
て
よ
か
っ
た
」
と
述

べ
、
ひ
き
こ
も
り
に
理
解
を
示
す
専
門
職
の

お
か
げ
で
実
現
で
き
た
。
今
回
参
加
し
た
当 

  
 

  
 

 

札
幌
圏
ひ
き
こ
も
り
情
報 

社
会
資
源
マ
ッ
プ
完
成 

事
者
か
ら
は
「
煩
わ
し
い
関
係
を
気
に
せ
ず 

ひ
た
す
ら
打
ち
込
め
る
軽
作
業
の
良
さ
は
あ

る
。
し
か
も
今
回
の
依
頼
は
報
酬
付
で
あ
り

自
分
の
収
入
増
に
も
な
っ
て
有
り
難
い
」
と

述
べ
た
。 

こ
れ
ま
で
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
札
幌
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｍ
便
発
送
作
業

を
毎
月
２
回
依
頼
さ
れ
希
望
す
る
当
事
者
に

紹
介
し
依
頼
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
き
た

が
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
仕
事
は
前
向
き
に

引
き
受
け
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
当
事
者
に

も
参
加
で
き
る
機
会
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て

い
き
た
い
。 

 
 

 
 

 

（
田
中 

敦
） 

 

札
幌
圏
の
ひ
き
こ
も
り
情
報
を
網
羅
し
た

「
札
幌
圏
ひ
き
こ
も
り
情
報
社
会
資
源
マ
ッ

プ
」
が
当
事
者
参
画
型
札
幌
圏
ひ
き
こ
も
り

通
信
拡
充
作
成
事
業
成
果
と
し
て
３
月
下
旬

に
公
開
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
会
報
で
取
材
し

た
支
援
団
体
機
関
と
合
わ
せ
て
全
26
箇
所

が
マ
ッ
プ
に
掲
載
。
「
家
族
会
」
「
当
事
者

団
体
」
「
就
労
支
援
」
な
ど
当
事
者
や
家
族

が
目
的
に
応
じ
て
利
用
し
た
い
社
会
資
源
を

選
び
、
そ
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
次
の
一
歩
を
踏
み
始
め
る
た
め
の
情
報

の
手
引
き
に
も
な
る
。

h
ttp

://
w

a
k
w

a
k
m

a
p
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o
m

/
s
ta

g
e
/le

t

te
rp

o
s
t/ 

 

（写真）黙々と作業する参加者 

せ
め
ぎ
あ
っ
て
、
お
り
あ
っ
て
、 

お
た
が
い
さ
ま 

吉
川 

修
司 

 

昨
年
11
月
読
売
新
聞
の
取
材
を
受
け

た
。
「
論
点
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
大
人
の
ひ
き
こ

も
り
」
（
１
月
６
日
掲
載
）
と
題
さ
れ
た
記

事
で
父
親
と
の
関
係
に
つ
い
て
語
っ
た
。 

既
に
二
十
代
で
母
親
を
亡
く
し
定
年
退
職

し
た
父
親
と
の
二
人
暮
ら
し
。
長
く
続
け
て

い
た
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
た
時
、
父
は
「
人

生
を
ド
ブ
に
捨
て
た
な
」
「
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
気
だ
」
と
怒
っ
た
。 

父
親
は
81
歳
で
胃
が
ん
の
た
め
亡
く
な

っ
た
。
ひ
き
こ
も
り
と
は
無
縁
の
仕
事
一
筋

の
親
だ
っ
た
。
普
段
の
生
活
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
な
く
、
父
の
体
調
悪
化
に
も

気
づ
か
な
か
っ
た
。
病
室
の
ベ
ッ
ト
に
横
た

わ
る
や
せ
た
姿
に
愕
然
と
し
た
。
父
を
気
遣

う
こ
と
が
で
き
ず
現
在
も
後
悔
し
て
い
る
。 

以
上
が
大
ま
か
な
記
事
の
内
容
だ
が
、
記

事
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
部
分
で
言
い
た
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
い
期
間

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
籍
を

お
き
、
当
事
者
や
そ
の
家
族
と
は
対
話
し

て
、
と
き
に
は
相
手
を
励
ま
し
前
向
き
に
人

と
向
か
い
合
っ
て
き
た
が
、
こ
の
期
間
一
切

自
分
の
親
や
兄
弟
に
背
を
向
け
た
こ
と
が
、

最
終
的
に
は
裏
目
に
で
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
親
の
会
な
ど
で
他
人
の
親
と
関

係
を
持
ち
な
が
ら
「
親
の
気
持
ち
」
を
お
ぼ

ろ
げ
な
が
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
、
現
在
抱
え
て
い
る
「
親
に
対
す
る
負
い

目
」
を
和
ら
い
で
く
れ
る
効
果
も
あ
っ
た
。

他
人
の
親
の
前
で
自
分
の
気
持
ち
を
吐
き
出

し
、
親
の
話
す
言
葉
も
受
け
止
め
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
実
親
子
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た

親
子
関
係
を
築
い
た
と
も
い
え
る
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー
で
子
ど

も
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
富
田
富
士
也
氏

は
『
せ
め
ぎ
あ
っ
て
、
お
り
あ
っ
て
、
お
た

が
い
さ
ま
』
を
原
則
と
し
て
、
人
と
人
と
が

か
か
わ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
お
互
い
の
本
音
を
引
き
出
し
合
い
、
語

り
合
い
な
が
ら
自
分
の
感
情
を
表
出
し
、
歩

み
寄
り
互
い
に
譲
り
合
う
た
め
の
努
力
を
す

る
。
努
力
し
た
結
果
、
そ
れ
で
も
納
得
で
き

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
せ
め
ぎ
合
う
中
で
互

い
に
つ
な
が
り
合
う
瞬
間
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

人
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
も
の
だ
。 

最
後
に
「
お
た
が
い
さ
ま
」
と
い
っ
た
境

地
に
行
き
つ
く
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
親
子
と
も
ど
も
お
互

い
に
納
得
で
き
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
築
い

て
い
こ
う
と
す
る
日
々
の
心
が
け
が
親
子
双

方
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。 

『
せ
め
ぎ
あ
っ
て
、
お
り
あ
っ
て
、
お
た

が
い
さ
ま
』
親
子
で
あ
ろ
う
と
も
所
詮
は
同

じ
人
間
だ
と
い
う
気
持
ち
で
関
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。 



 

 
 
 
 
◆「SANGO の会」例会のご案内 
２０１7年 4 月は下記日程にて行ないます。初めての方も参加できます。概ね 35 歳前後のひきこも
り当事者や経験者で、人との関係や会話に慣れたいと思っている方、またいろいろな情報を得たいと
考えている方は、いらしてください。詳細は事務局までお問い合わせてださい。初めて参加される方
で、少人数で会うことを希望される方は、事前に事務局までメール、電話でお問い合わせのうえ初心
者の例会にお越しください。 

 
《通常例会》  
と き：4月 10日（月）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
会 場：札幌市社会福祉総合センター４階 ボランティア活動センター 研修室 B 

《初心者例会》 
 と き：4月２4日（月）午後１時 30分から午後３時３０分まで 
会 場：札幌市社会福祉総合センター４階 特別会議室 

場 所：札幌市中央区大通西 19丁目 （地下鉄西１８丁目駅下車徒歩５分） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 編 集 後 記 ☆  
平成 28 年度最後の会報誌をお送りします。今年度は平成 28 年度さぽーとほっと基金の助成金を得て事

業をすすめてきました。冠基金である木村弘宣ひまわり基金の設立者で精神障害者の自立支援を考える会の

代表である木村邦弘さんにはいつも気にかけてくださり陰ながら応援していただいていることに深く感謝い

たします。亡くなられた息子さんに報いるため、次年度も引き続き活動に尽力していきます。 

 （発行責任者 理事長 田中 敦） 

無 断 複 製 はおやめください 

 

８ 

こ ち ら 事 務 局！         今後の動き（2016年４月～） 

私たちの仲間になりませんか 会員募集をしています 
レター・ポスト・フレンド相談ネットワークは若者の範疇に入らない成年・壮年期のひきこもりへの対応に軸

足を置きながら、ひきこもり当事者が社会に出たとき、自信や希望を持ちながら歩めるような新しい働き方を、

当事者自らが創造しています。 

ぜひ多くの方々に、私たちの活動の趣旨を理解していただき、ひきこもり当事者が自信をもって生きていくこ

とのできる、新しい社会のあり方をみなさんとともに追求していきたいと考えています。 

 
正会員      賛助会員      寄付金 

入会金 1,000 円  入会金 1,000 円   一口 1,000 円～ 

年会費 3,000 円  年会費 2,000 円 

入会金、会費納入は、下記郵便振替口座へのお振り込みでお願いします。 

●口座記号番号 02700-4-66261 

●加入者名   レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご寄付ありがとうございます 
 

カナリア基金 様  5 万円 

齋藤 忠 様    １万円 

屋代 育夫 様   １万円 

 

団体活動を円滑にすすめていくために 

活用していきます。 

応援クリックによるご寄付をお願いします！ 
 

NPO法人レター・ポスト・フレン相談ネットワ
ークでは、みなさまからの寄付など支援をお待ち
しています。 

インターネット応援サイト gooddo（グッドゥ）
のページ内からも支援いただくことが可能です。
ワンクリックで団体に課金されるシステムです。
ご支援よろしくお願いします。 

http://gooddo.jp/gd/group/letterpost/ 


